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 Be Smile  いじめを考える ～学芸会を通して ～ 
 

校長 前田 敦子 
  

 確実に冬の足音が近づいています。夏の猛暑は冬の降雪量に影響するのでしょうか？紅葉が一気
に進み、冬の準備に向けて気が焦る落ち着かない季節を迎えます。 
 過日開催しました学芸会では、ご観覧の皆様にたくさんの拍手をいただき、全力で演じ、演奏を
した子供たちの笑顔を見ることができました。また、学芸会保護者アンケートでも、すてきな感想
をいただきました。子供たちの思いを観客の皆様に受け止めていただいたことが、何よりもうれし
いです。ありがとうございました。 
６年生の演目への感想も、多くいただきました。 

○６年生の劇は感動で涙してしまいました。セリフも棒読みではなくしっかり演技されていたし、
劇の内容もわかりやすく胸に響くものがありました。 協力して一生懸命に練習したのが伝わり
ました。 

○いじめ問題という 現実にあり得る題材に子供たちもチャレンジして、友達との接し方や言葉遣
いなど…いろいろ考える事も出来たかと思います。 

 
 ６年生は、「いじめ」をテーマにした劇に挑戦しました。自分たちでストーリーや台詞を考えて台
本を作り上げていったことで、演技・台詞の一つ一つが、見ている人の心に響くものでした。総練
習では、6年生の劇「Be Ｓmile」を集中して真剣に観る全校児童の姿がありました。中には、涙
を流している人もいたようです。 
友達との会話の中で、明日香への陰口を言ってしまった悠と、信頼していた友達の、心無い言葉

を聞いて深く傷つく明日香。その言葉の凶器は、やがて、学校に行けない状況にまで追い込んでし
まいます。２人の少年・少女が、大切なことに気づいてもらおうと、悠に必死で語りかけることで、
ストーリーが展開していきます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

いじめのない学校。いじめのない社会。それは、子供、教職員、保護者…全ての人の願いです。６
年生の絆が作り上げた劇が、誰かの思いやりの一歩に繋がることを願います。 

 
11月から、児童会書記局の「イイねを集めようプロジェクト」が始まりました。友達の「イ 

イね」に気づくすてきな子供たちです。学校中に 1 人 1 人の「イイね」があふれる 11 月にしてい
きたいと思います。 

 
 

 

 

寿都小学校 学校だより 

令和５年度 第７号 

令和５年１０月３１日発行 

【教育目標】 

自分を伸ばし 広い心でがんばり通す 寿小の子 

 ・よく考え、進んで学ぶ子 「知」 

 ・明るく思いやりのある子 「徳」 

 ・強く、たくましい子   「体」 

【今年度の重点目標】 

自分の言葉で伝える 自分らしく学ぶ 

～自分を信じる力～ 

悠 ：おれにも色々あるんだよ！ 

少年：なんだよ！色々って！友達の心を傷つけてもいい、色々な理

由ってなんだよ！ 

少女：言葉は、思っているよりも簡単に友達の心を傷つけられるん 

だよ…。 

僕たちは、そのことを君にしっかり理解してほしいんだ…。 

悠 ；うるさい！うるさい！うるさい！ お前らには関係ないだ 

ろ！もうほっといてくれ！ 

 

悠 ：君たちには関係ないだろ。それに、あれは 

明日香がなんとかしないといけないんだ。 

少女：あの子が…、自分で？独りで？ 

悠 ：そうだよ。明日香が変わらないとダメなん 

だよ。 

少年：君、それ、本気で言っているのか。 

悠 ：もういい？そもそも君たちには関係ないから。 

 



    

10月22日（日）たくさんの方々に応援

をいただきありがとうございました。子ど

もたちの演技・演奏、一人一人が目標に

向かって『挑戦』する姿を見ていただけ

たのではないでしょうか。1年生のかわ

いらしい始まりのセリフから 6年生のラ

ストを飾る終わりの言葉まで、 

子ども達の学びがいたるところに詰ま

っていました。演技・演奏の技術はもち

ろんですが、『心の・気持ちの』成長が

大きく見られたのではないでしょうか。

一緒に成し遂げた友達との絆も深まっ

た学芸会の取り組みを日常に活かして

いきます。学芸会も大・大・大成功！ 

保護者アンケートありがとうございました。励みなる言葉やご意見、次年度に活かしていきます。 



 
 

近年、この時期のイベントとして定着しているハロウィンにちなんだ活動を

ご紹介します。はまなす学級では通称「おばけカボチャ」の栽培に取り組みま

した。大収穫祭として獲れた数をクイズにするイベントで全校を盛り上げてく

れました。１・２年生は、衣装づくりと「トリックオアトリート」（お菓子をく

れないといたずらしちゃうぞ）外国語活動の一環でハロウィンの由来も学びながら楽しむ学習です。お菓子も

くれちゃうんですよ。こういうことも大事なんです。学校生活にメリハリと豊かさをもたらしてくれますね。

み～んな笑顔で素敵な活動です。 

どさんこ子ども地区会議 INしりべし に参加 
いじめ（ネットトラブルを含む）の防止に向けて他校の児童生徒と 

その取組や児童生徒の考えに触れ、自校で取り組む内容の工夫改善を 

図る会議に、児童会書記局の今江会長と石澤副会長が寿都小学校を代表 

して参加しました。2人ともオンラインでの他校との交流は初めてでし 

たが緊張感の中にもしっかりと話を聞けたり、 

進んで発言したりすることができました。 

『イイね！を集めようプロジェクト』 

などこれからの児童会での取組みが 

大いに期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レジリエンス とは、「ストレスやプレッシャーから回復するための力」

ネガティブな感情に「ラベルづけ」⇒「気晴らし」をして切り替え⇒回復！ 

 

 

 

 

 

 

         

１１月１０日（金）ＣＳ交流会 に参加しませんか！！ 
１１月１０日（金）、総合文化センターで１８時３０分からコミュニティ・スクール交流会を開催します。 

今回の交流会では、地域と学校で築く将来の寿都像について考えるとともに、これからの地域と学校の姿につい

て、参加者のみなさんと意見交流を行います。 

コミュニティ・スクールにとって大事な「つながり」を深める機会となりますので、 

是非ご参加ください。 

参加を希望される方は、１１月６日（月）までに、QRコードからお申し込みください。 

11月21日（火）全校参観日 

5時間目（１３：２５～１４：１０） 

※懇談はありません 

11月17日（金）寿都小実践発表会 

☆２・６年生・・・5時間授業 

下校時刻１４：２０（授業公開のため） 

☆１・３・４・５年・・・4時間授業 

下校時刻１３：００ 

 

11月２２日（水）町教研実践発表会 

（潮路小学校） 

☆全校Ｂ日課4時間授業 

下校時刻１２：４０ 

 

校門を挟むように 2本の八重桜

の苗木を植えていただきました。

いいシーズンになると登校時、下

校時に子どもたちを和ませてく

れることと思います。数年後まで

お待ちください。 

自分の内面でモヤモヤ

している感情を見える

化し、どのような感情か

を認識する。そして、そ

の解決方法を考えるこ

とに意識を向けるそう

です。 

そうした

うえで気

晴らしを 
みなさんは「気晴らし」を何かもっているでしょうか？ 


